








 

 妊娠中の Herpes Simplex Virus(HSV)の感染の胎児・新生児に及ぼす影響は,

次の二つである。ーつは,HSV の子宮内感染による流産,奇型の発症であり,もう

一つは,周産期感染に起因する新生児全身性ヘルペス症である。この点について,

以下のようにして,検討したい。 

1.HSV 感染の診断をウイルス学的に確かなものにする。 

2.子宮内感染の有無或は,Risk について感染様式から検討する。 

3.HSV が垂直感染した場合の胎児・新生児への影響 


